
まちゼ ミ通信 No.2 2013年 1月 発行 伏見歩き隊

テーマ 「開発政策 と人口からみる伏見の発展」

第 2回まちゼミ「伏見講話」1125(日 )の講師は、学生のお二人。

2012/11/2514:00-16:30

場所 :伏見区役所第 5会議室

参加者 18名

3豊臣秀吉と城下町

4宿場町・街道

5軍の町 商業・交通都市

「開発政策からみる伏見の発展Jについて話をしてくれたのは、立命館大学 3回生 居藤智美さん。

「人口からみる伏見の発展Jについて話をしてくれたのは、京都大学 3回生 熊野貴文さん。

まず、大学で専攻 している 「開発Jの視点から、居藤 さんの出身地

である伏見の開発史について 5つの特徴に注目した。古代における伏

見は渡来人や藤原氏、皇族などとの関係が深 く、彼 らは伏見を景勝地・

別荘地として見ていた。更に、豊臣秀吉が伏見に城を築き、城下町と

して整備 されてゆくと共に、大阪・奈良・京都・大津へ通 じる水陸路

の交差点として伏見は発展 していく。廃城後も、伏見の地は交通の要

である宿場町として栄える。伏見の発展には都市の工業化が大きく影響を与えているが、交通網の整備

や軍が駐屯したこともその一因だ。居藤さんは伏見における開発・発展の特徴について 1)元々の道路や

機能を有効利用している点 2)京郊から交通の概要地へ変容 3)伏見域内格差 この 3点について述

べ締めくくった。

次に、熊野さんが既存の官庁統計や GISデータを用いて京都市

における伏見区の人日の現状を示 した。伏見区は広く、少子高齢

化の問題は地域によつて進行度合いの差が大きい。同じ「郊外」

という点から伏見区と桂川右岸地域、向島・醍醐ニュータウンを

比較すると、居住者の年齢層に違いが見えてくる。こうした地域

的な差異を浮き彫 りにすることが、統計的分析の第一歩だ。もち

ろん、こうした統計情報が当該地域の現状のすべてを物語ってい

るわけではない。肝要なのは、統計を通 じて地域の特徴を把握することで、地域コミュニティとそこに

暮 らす人たちの抱える問題に解決の糸口を与えることだ。熊野さんは、こうした情報を「市民に対 して、

広く、解 りやすいかたちでJ提供する必要がある、と語つた。

参加者からは熊野さんが使用 していた統計データのグラフにつ

いて関心を寄せる声が多く、挑戦 してみたいと仰る方もいた。フ

リーディスカッションでは、特に向島ニュータウンにおける高齢

化や教育問題の議論が自熱 し、高齢者・障害者・外国人・若年層

など弱者にとつて住みやすい町にしたいとい う皆さんの思いの強

さを実感 した。



3rdま ち歩き「歴史のまち・伏見を感 じる !～城下町か ら宿場町へ～」写真展

3 rdま ち歩きでは、AチームとBチームと2つのチームに分かれ、各 、々お祭り (神幸祭)のベス

トショットを 1枚、まち歩きで見つけた 「伏見の歴史を感 じる風景や場所Jのベス トショット1枚をチ

ーム参加者の総意で選びました。今回、その写真を発表 します。 (2012/10/7 参加者 23名 )

Aチー ム “男気 "

私の生まれ故郷 も秋になると小学生が神典を担 ぐ |

祭 りがあ ります.そ こでは、他にもお1囃子 を奏で、女

性は巫女の姿になる等、地域全体がお祭 リー色に染 ま

りま した。地域の行事 に合わせて小学校 も早 く終わ

り、 自宅にラン ドセル を置 くとす ぐさま法被 に昔替

え、玄関を駆け出 し、神典を皆で担いだことを覚えて

います。故郷の祭 りと御香官祭 とは異な りますが、シ

ヤンタ~を切つた とき、担 ぐ人の力強 さだけでなく、

周 りか らの声援 といった支えもあ りま した.男 のみで

「む さいJか もしれませんが、男たちの気の強 さを表

す写真 として 「男気Jと させて頂きました,写真を通

して、故郷の祭 りの思い出が走馬灯のようにЫXけ 巡 り

ま した。        撮影者 :具田 章午さん

Aチーム “濠川と酒蔵"

1 夜の酒場に足を運ぶ と伏見の地酒でクィっと 1杯

|している人と出くわ します。そんなとき「ああ、これ

| こそが伏見の光景だなJと 思わずにはい られません,

|「 17g蔵」は伏見の代名詞の 1つです。 しか し、伏見の

| もう 1つの代名詞は 「水の歴 史Jだ と思います。酒蔵

|の 中心を流れ る濠川、伏見 (墨染)イ ンクラインか ら

1流れてきた水は静かに酒蔵へ向かつていきます。酒 を

1造るにも「水Jは非常に重要であると伴に、水は様々

|な形で私たちを魅了 してくれ るものでもあ ります。伏

1見は水 と近い関係 にあるか らこそ、水 と酒蔵を一緒に

'フ

ィルムにおさめたかったため、撮影しました。今日

|も 、この写真を肴に 1杯をクィっと !

1            撮影者 :員 田 章午さん
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Bチーム “心はひとつ御香宮祭礼 "

Bチーム “二十石船に負けない小廻りのきく十石舟"

観月橋上で踏 L」待ちをする御神典です.

近くには月兄館も有 り、観月橋 と月見館

と rl神 興は首
iも それTI変わることなく、

橋を勢いよく波っていたことでし kう t

今は、電卓が来たらそれを待つ御神典
=

世の中の流れを感 じつつも、この後、御

神典が勢いよくlHがれ宮入する様 rは、

皆が神様を喜ばせるために担いでいるん

だという気合を感 じました。

撮影者 :n田撃1 美久仁さん

弁天橋がかか る川辺に観光用十石舟

が繋がれていま した.宇治川～淀川を

往 来 していた三十石船 に想 いをはせ

伏兄にび つた りの景観 として この写

真を撮 りました。

撮影者 :金井 深水 さん

なお、この弁天橋を北西に少 し歩いた

ところに蓬莱橋があ ります。蓬莱橋に

ついては、今回の写真の撮影者である

金井 さんより、以下のお話をお聞きす

ることができました ,

「秀 占が京か ら伏見 までの陸路 とし

て整備 した伏見街道の南の端が、運莱

橋 とい う説 もあると問いています。J

(金井 さん)

大変興味深いお話です。

編集者 :谷 1



～京都伏見の喫茶

8、 しみ ゆめ ひ やくしゆう

お生産処伏見夢百衆～
大正時代(1919年 )に建てられた 月桂冠の旧本社社屋

おもむきのある重厚な木造の建物を使用した レトロな空間に一

歩入るとタイムスリップしたような気分に浸れます。

石段を上がり店内に入ると 伏見の名産品や17蔵元の伏見のお

酒約100種類が ずらりと並ぶお土産コーナーがあります。

向かつて右手から奥へと続くカフェスペースは それぞれのテーブ

ルがゆったりと配置され 雰囲気を充分に味わえる贅沢な空間

)です。

メニューの 水出し助口琲や 伏水紅茶などは 伏見のお酒を造る仕込み水を使うこだわりよう。 また、17蔵元のお

酒を飲み比べ出来るきき酒セット、伏見のお酒を使つた酒カステラや 酒饉頭などスイーツも充実しています。中で

もおすすめなのが 清酒アイスクリーム。 濃厚なバニラアイスに 古酒やゆず風味のお酒をかけて一緒にいただ

きます。バランスもよく相性もバッチリです。 伏見を散策されるときの休憩処としておすすめのお店です。 きもの

パスポートの提携店舗です。 和装の方はカフェでクーポンの利用が出来ます。また 伏見十石舟三十石船の乗

船チケットにもカフェのクーポンがご利用いただけます。 お土産の地方発送も出来ます。料金などは直接店頭で

お伺いください。(伏見夢百衆オリジナルの日本酒もあります)

～お店情報～

住所 :京都市伏見区南浜町247  電話:075-623-1360

URL: http γ/ameb10 jp/fushimi yume100shu/

(平 日)10:30～ 17:00(L0 16:30) (土 日ネ兄)10130～ 18:00(L0 17:30)

月曜定体 (祝 日の場合は営業)ただし 4月 5月 10月 11月 は 無休。 12テーブル (約 50席 )

:]■ ttp llril sll、 ぇ〕11(]l,eli12 blog 1 2(I(〕 lnl

第 3回まちゼミ「伏見講話」開催 !

テーマ「商店街と私」

講師:Jヒ澤雅彦氏 (伏水きたせ昆布老舗)安本正子氏

1月 20日 (日 )1400～ l a30伏見青少年活動センター

(伏見区役所 4階 )「 レッスンスタジオ」

・  参加費 500円 (茶菓子・資料コピー代)※要申込み

【編集後記】2号 日のまちゼミ通信でした。1号 はお陰様で多くの方に手に取

って頂き嬉 しい限りです。今後 もぜひご期待ください。

編集 :伏見歩き隊 tomomi

伏見区区民活動支援採択事業の支援を受けてこの広報誌を作成しました。
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。 講師 :Jヒ澤雅彦氏 (伏水きたせ昆布老舗)安本正子氏 (安本茶舗 )


